
 契約番号　　　　　　　　　　              　　立木販売    売 買 契 約 書 （案）

 売買物件の  面積 （ｈａ）

6.38
 所在場所　

 売買物件の
立木 スギ外 3,423 1,877.85 延納担保 円

 種類及び数量 金　　額 以 上
 内 訳 別紙「売買物件の内訳」のとおり

延納担保

金　　額

円  売買物件の    売買物件 代金納入の日又は延納担保提供の日

   の引渡期間
円  引渡方法  　 　 （期限）

売買代金の分収額  売買物件の
円

 搬出期間(期限)
円  売買（使用） 施設設置

官公造林立木竹

 目的の指定 等の指定
分収造林立木竹

分収育林立木竹 売渡人と買受人は、本契約書及び国有林野事業林産物売買契約約款によって売買契約を
締結したので、その証として本書２通を作成し、双方記名押印の上、各自１通を保有する。

*本物件は、持続可能な森林経営が営まれ、伐採にあたって森林に関する法令に照らし
 手続きが適切になされた森林の立木である。

売　渡　人 分任契約担当官　岩手南部森林管理署遠野支署長　　田村　喜信
登録番号　T8000012050001

買　受　人

契約締結の日から20日以内

官 収 分

　 　　年　　 月　　 日

延納期間

円

引渡しの日から起算して　ヶ月　（期限　令和９年１１月３０日）
分　収　額

本数（本） 材積（㎥）

　 　　年　　 月　　 日

％

以 上
円

年   

円

円

売
　
買
　
代
　
金
　
納
　
付
　
の
　
方
　
法

現金納付分 売買金額 円

分割延納分

延納金額 円

0

　　　　　　～　　　　日間

　　　　　　～　　　　日間

円

延納期間

円

担保の種類

同提供期限

区　分 種類

延　納　分

延納金額

延納利息

延納利率

岩手県遠野市附馬牛町東禅寺
国有林３７０い５林小班

納付期限

 契約保証金  免 除 円

担保の種類

うち消費税抜代金

消費税（10％）

延納利率 年   同提供期限％

 売買代金 延納利息

売買代金  

うち消費税抜代金

分収権者

令和　年 　　　　月 　　　　 日

現地立会省略

 特約事項 　別紙のとおり

（概算の場合の最終期限　　 年　　 月　　 日)

うち消費税抜代金

分　収　額

民 収 分



物件名 混合契約 特約条項及び特記事項

東禅寺国有林

370い5林小班 10cm 12cm   22cm   32cm   42cm   52cm   62上 本数 材積 径級 樹高

以下 ～20  ～30  ～40  ～50  ～60 （本） (m3) （ｃｍ）（ｍ）

スギ 生立木 一般材 228 718 535 30 1,511 975.94 28 19

伐採方法 複層伐 スギ 生立木 低質材 111 209 22 342 43.72 14 12

伐区面積（ｈa） 2.85 カラマツ 生立木 一般材 66 359 345 37 807 656.53 30 21

林齢（年） 64 カラマツ 生立木 低質材 54 39 13 106 43.93 22 18

搬出期間（ヶ月） 36ヶ月 N計 111 557 1,138 893 67 2,766 1720.12 26 19

契約関係 国造

民収分納入方法 － 他L 生立木 低質材 75 355 174 53 657 157.73 18 14

L計 75 355 174 53 657 157.73 18 14

保安林 水涵保

国定公園等 －

砂防指定 －

車両制限 10t

マツクイ 制限あり

ナラガレ －

民地借用 －

期間制限 －

保残木 －

植付 －

（電離別） －

計 186 912 1,312 946 67 3,423 1877.85 24 18

公　売　物  件  明　細  書（立  木）
樹種径級別本数及び総材積、平均径級

物件所在地
樹  種 種  類

一般材
低質材

別

径　　　　級　　　　別　　　　本　　　　数 計 平均

調査方法 標準地

法令制限、その他留意事項

1.本箇所は、「水源かん養保安林」であり、搬出等にあたっては
「森林法第34条第２項」の手続き完了後でなければ着手できない
ので、買受人は作業仕組計画書を売渡人に作業1ヵ月前に提出し、
承認を受けるものとする。なお、売払い区域以外の保安林にかか
わる場合も同様である。

2.搬出にあたっては、民有地の使用を想定していないことから、
民有地を使用しての搬出を予定する場合は、買受人で民有地所有
者と協議し承諾を得たうえで使用すること。

3.本箇所は、別添図面のとおり伐採区域を設けているため、伐採
前に区域を逸脱しないよう必ず確認すること。　伐採区域に疑義
等あった場合、必ず売渡人に事前に確認すること。　なお、小班
面積は、6.38haである。

4.本物件は「複層伐」で作業することとなっており、公売物件の
販売対象木は全て伐倒及び搬出すること。やむを得ず物件を放棄
する場合は、森林官等と協議し、指示に従うこと。



　物件名　：　混合契約　　

　国有林名　：　東禅寺国有林　　

　林小班　：　370い5林小班　　

樹種（材種）

平均 28ｃｍ 19ｍ 14ｃｍ 12ｍ 30ｃｍ 21ｍ 22ｃｍ 18ｍ 18ｃｍ 14ｍ

径級 （本） （m3） （本） （m3） （本） （m3） （本） （m3） （本） （m3） （本） （m3）
10cm以下 111 4.43 75 2.39 186 6.82
12ｃｍ 74 4.05 74 4.05
14ｃｍ 88 10.42 119 13.26 70 5.48 277 29.16
16ｃｍ 44 6.87 22 3.32 13 2.26 40 5.44 119 17.89
18ｃｍ 88 20.39 52 10.73 27 5.44 114 20.76 281 57.32
20ｃｍ 8 1.47 16 4.00 53 13.93 27 7.03 57 12.55 161 38.98
22ｃｍ 40 13.27 30 8.39 70 21.66
24ｃｍ 163 70.96 22 7.98 27 10.62 13 5.31 27 9.29 252 104.16
26ｃｍ 185 94.96 40 19.91 13 6.64 66 26.37 304 147.88
28ｃｍ 207 124.96 66 41.27 13 6.77 35 17.40 321 190.40
30ｃｍ 163 115.34 186 134.03 16 7.92 365 257.29
32ｃｍ 171 133.21 80 64.76 13 8.76 264 206.73
34ｃｍ 174 151.24 79 73.52 13 12.74 27 18.05 293 255.55
36ｃｍ 44 39.67 93 99.53 13 10.88 150 150.08
38ｃｍ 105 113.62 13 14.20 118 127.82
40ｃｍ 41 46.65 80 106.69 121 153.34
42ｃｍ 8 10.95 8 11.19 16 22.14
44ｃｍ 22 35.23 13 21.36 35 56.59
46ｃｍ 8 13.73 8 13.73
48ｃｍ
50ｃｍ 8 16.26 8 16.26
52ｃｍ
54ｃｍ
56ｃｍ
58ｃｍ
60cm

62cm以上
計 1,511 975.94 342 43.72 807 656.53 106 43.93 657 157.73 3,423 1877.85

他L（低質材）

樹種径級別本数及び材積

スギ（一般材） スギ（低質材） カラマツ（一般材） カラマツ（低質材）
合計



 2．乙は、沢及び沢縁を集材する必要が生じた場合は、河川を汚濁して下流の民生に被害を与えないよう防止措置を講ずるものとする。

＜別紙＞

特　　約　　条　　項　　

「約款」によるほか、この特約条項によるものとする。

 1. 買受人（以下「乙」という。）は、伐採した立木の残材及び末木枝条等を沢縁に放置しないものとする。

　　また、土場敷や道路沿線等に散乱放置することなく、搬出期間内に整理するものとする。

10．乙は、売払い物件に起因して第三者等に損害を与えた場合は、その賠償の責を負うこと。

 3．乙は、林道上でのトラクター及び畜力等による集材作業は行わないものとする。

 4．乙は、搬出期間内に売買契約区域内のすべての立木の伐倒・搬出作業を行うものとする。

　　やむを得ず区域内の一部について伐倒・搬出を行わない場合は、乙は売渡人（以下「甲」という。）に申し出たうえで甲の指示に従うこと。

 5．乙が作設する搬出路、又は土場敷等で生じた切り取り土石等は、崩落及び流出しないよう必要な措置を講ずるものとする。

　　また、その使用を完了した時に甲が原状に回復する必要があると認めた場合、乙は原状回復に努めるものとする。

 6．乙は、売払物件の内容及び区域標示・伐採搬出について、伐採搬出等に従事する作業員に対し誤りの生じないよう周知徹底させるものとする。

 7．乙は、作業着手前に当該森林事務所森林官あてに入林届、路線計画図及び伐採・搬出に係るチェックリストを提出するものとする。

　　（チェックリストは遠野支署HP掲載）

 8．乙は、作業終了後に甲に搬出済届及び森林作業道路線図を提出し、跡地検査を受けなければならない。乙は検査の結果、問題があれば補修等の手直し

　　を行わなければならない。　

 9．森林作業道・集材路及び土場作設にあたっては、森林作業道・集材路及び土場作設特記仕様書を遵守して作設すること。（遠野支署HP掲載）

　　高い等林地保全上特に問題があると認めるときは、乙の負担において植栽や盛土の転圧、排水溝の設置等の必要な措置を講じなければならない。

15．「森林作業道作設指針」　（遠野支署HP掲載）

　　「主伐時における伐採・搬出指針」　（遠野支署HP掲載）

11. 遠野市、花巻市は岩手県松くい虫被害対策推進計画の被害地域に該当することから、「松くい虫対策としてのアカマツ伐採施業指針」により伐

　　採時期、処理方法等を実施すること。（アカマツ伐採施業指針は、遠野支署HP掲載）

12．乙は、埋蔵文化財を発見した場合は、その現状を変更することなく、速やかにその旨を甲へ連絡し、指示に従うものとする。

13．乙は、希少猛禽類等の営巣木を発見した場合は、事業を一時中断し、速やかにその旨を甲へ連絡し協議すること。また、売払い物件周辺において、

　　新たに希少猛禽類等の生息が確認された場合は、事業の一時中断や作業時期の変更等を要することがあり、双方協議の上対応を決定すること。

14．乙による確認を受けた森林作業道及び集材路・土場の計画と異なる施工、チェックリストの不遵守等により、林地崩壊が発生し又は発生する可能性が






























































